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基準３ 教員及び教育支援者 

（１）観点ごとの分析 

観点３－１－①：教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況） 

 一般科目を担当する総合教育科の常勤及び非常勤の名簿を示す（資料３－１－①－１）。幅広い視野

に立った総合的な判断能力，斬新な創造力を備えた実践的技術者育成のための基礎的能力の涵養と教

養の育成を目指すために担当する教員を配置している。本校の島嶼部という立地条件から，海に関す

る教養として生物概論を商船学科のみならず電子機械工学科及び情報工学科にも選択必修とし，海と

生命の結びつきなどを学ぶことによって幅広い教養を身につけさせている（資料３－１－①－２）。ま

た，国際化に対応できるような実用的英語力の向上のために，ネイティブの英語教員を昭和50年から

非常勤として配置している（資料３－１－①－３）。特に商船学科においては以前より外航船への就職

などの関係からネイティブ教員による外国語教育が大変重要視されている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 幅広い教養科目や専門科目に関連した科目を担当する教員を配置している。また昨今の国際化に対

応するため，昭和50年からネイティブスピーカーによる英語教育に取り組んでいる。 

 以上のことから，教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されていると

いえる。 
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資料３－１－①－１ 

出典：平成 18年度学校要覧 
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資料３－１－①－２ 

出典：平成 18年度学校要覧 
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資料３－１－①－３ 

出典：弓削商船高等専門学校百周年記念誌 
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観点３－１－②：教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置されて

いるか。 

（観点に係る状況） 
本校は，商船系（商船学科）及び工業系（電子機械工学科，情報工学科）の学科を有しているため，

専門科目教員が担当すべき分野は多岐にわたっている。商船学科は船員教育を基盤にした海事総合科

学を身につけた技術者の育成のため，航海系及び機関系を担当する教員をバランス良く配置している

（資料３－１－②－１）。電子機械工学科はものづくりのできる実践的な技術者－計画・設計から生

産・保守運用までできる技術者の育成のため，電子系と機械系を担当する教員をバランス良く配置し

ている（資料３－１－②－２）。情報工学科は情報リテラシー，情報工学の知識に加え，問題分析，解

決能力を備えたシステム技術者の育成のために，ソフト系及びハード系を担当する教員をバランス良

く配置している（資料３－１－②－３）。また練習船を保有しているため，船長，機関長，一等航海士，

及び一等機関士を専任教員として配置している（資料３－１－②－１）。さらに練習船を用いた泊を伴

う航海実習においては，二等航海士及び二等機関士を非常勤で配置している（資料３－１－②－４）。

航海実習では，さらに商船学科の教員がインストラクターとして乗り込み，より高い安全航海と質の

高い学生実習を可能にしている。その結果として最終学年では，運航計画，運航準備，及び運航のす

べてを学生自身で行う実習を取り入れている（資料３－１－②－５）。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 専門学科では，幅広い専門科目を教授するために担当する教員を各学科ともバランス良く配置して

いる。さらに練習船弓削丸では，専任教員の他に泊を伴う航海実習には非常勤教員を配置し、安全航

海を実現すると共に学生の航海実習を充実させている。 
以上のことから教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置されて

いるといえる。 
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資料３－１－②－１ 

出典：平成 18年度学校要覧 
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資料３－１－②－２ 

出典：平成 18年度学校要覧 
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資料３－１－②－３ 

 

出典：平成 18年度学校要覧 
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資料３－１－②－４ 

出典：練習船「弓削丸」 
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資料３－１－②－５ 

出典：平成 17年度商船学科第 5学年練習船実習の手引き 
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観点３－１－③：専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の授業

担当教員が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況） 

 専攻科は海上輸送システム工学専攻及び生産システム工学専攻から構成される。各専攻の常勤名簿

を示す（資料３－１－③－１）。専攻科では実際のシステムの運用・管理や開発能力，ものづくりに必

要な基礎理論の応用力を身につけた技術者の育成のため，システムの運用系及びものづくり系を担当

する教員をバランス良く配置している。専攻科の基礎教育担当教員には５名の博士（理・文学）が在

籍しており，応用力を引き伸ばすための基礎理論を強化している。また専攻科担当教員には，博士（工・

理・情報工）のみならず企業経験者で技術士，第１種情報処理技術者及び一級海技士など幅広い人材

を有しており，理論ばかりでなく実践教育にも対応している（資料３－１－③－２）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

海上輸送システム工学専攻及び生産システム工学専攻からなる専攻科の授業科目は，教員の研究業

績に応じて科目担当を決定した後，教員組織に関する審査を一昨年受審し，要件を満たすとの評価を

得ている。担当教員は，基礎教育及び専門教育に対応するべく，バランス良く配置されている。 

 以上のことから，専攻科の教育目的を達成するために必要な授業科目担当が適切に配置されている

といえる。 
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資料３－１－③－１ 

出典：庶務課 
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資料３－１－③－２ 

出典：庶務課 
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出典：庶務課 
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観点３－１－④：学校の目的に応じて，教員の活動をより活発化するために適切な措置（例えば，均

衡ある年齢構成への配慮，教育経歴や実務経験への配慮等が考えられる。）が講じら

れているか。 

（観点に係る状況） 
 本校教員の年齢構成及び男女構成を教員全体及び各学科別に示す（資料３－１－④－１）。教員全体

の年齢構成は，ほぼ均衡が取れている。学科別に見ると電子機械工学科において高齢者が若干多い構

成となっている。また，教員の採用前の経歴を示す（資料３－１－④－２）。その表から本校教員には

多様な経歴者が多く在籍していることがわかる。また，商船学科では，一級海技士（航海・機関），電

子工学科では技術士，情報工学科では第一種情報処理技術者など各学科に高度な専門資格を有する教

員が在籍している（資料３－１－③－２）。さらに女性教員が一般科目に１名，情報学科に２名合計３

名在籍し，情報工学科に多く在籍する女子学生等に対応している。これらの女性教員は女子寮の当直

にあたり，女子学生の女子寮での教育にも対応している。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
年齢構成は，教員全体では均衡ある構成となっている。電子機械工学科において若干高齢者が多い

構成となっているが，特別に突出している構成とは言えない。また，各学科に高度な専門資格を有す

る教員が在籍しており，基礎理論ばかりでなく実践教育に対応できている。特に本校は三級海技士第

一種養成施設であるため，商船学科には弓削丸教員を含め企業経験のある教員が多数在籍しており，

実践教育に対応している。さらに女性教員３名により，女子学生の教育も適切に行える。 
以上のことから，学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発にするための適切な配置が講じ

られているといえる。 
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資料３－１－④－１ 

出典：庶務課 
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資料３－１－④－２ 

出典：庶務課 
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観点３－２－①：教員の採用や昇格に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運用がなさ

れているか。 

（観点に係る状況） 
 採用については原則公募とし，公開情報をホームページに掲載し，情報公開している（資料３－２

－①－１）。選考に関しては，高専設置基準・教員の資格（第 11条から第 14条）（資料３－２－①－
２）に加えて弓削商船高等専門学校教員選考規則（資料３－２－①－３）に基づいて行っている。昇

格に関しても教員選考規則に従っておこなわれ，人事委員会の審査を経て校長が決定している（資料

３－２－①－４）。 
 適用事例に関しては，個人情報が含まれているため，本報告書には記載せず訪問調査の際に閲覧資

料とさせていただく。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
採用に関しては，原則公募としており，採用昇格の選考は教員選考規則に従って人事委員会での審

査の後，校長が決定している。 
以上により，教員採用や昇格に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運用されている

といえる。 
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資料３－２－①－１ 

出典：本校ホームページ 
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資料３－２－①－２ 

出典：高等専門学校設置基準 
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資料３－２－①－３ 
 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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資料３－２－①－４ 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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観点３－２－②：教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，実

際に評価が行われているか。 

（観点に係る状況） 
平成 16 年に本校の教育内容・水準を達成するための具体的方策を検討するため，教育内容検討委

員会を設置した（資料３－２－②－１）。また教員の教育活動に関する評価を行うために，平成９年度

から定期的に学生による授業評価をアンケート形式で行っている。調査結果は，冊子にまとめられ教

員に配布し，その後の授業改善に反映させている（資料３－２－②－２）。また，定期的に本校教員同

士による公開授業等を行っている（資料３－２－②－３）。さらに平成 17年からは，近隣の中学及び
高校の教員に対しても公開授業を行っている（資料３－２－②－４）。 

 
（分析結果とその根拠理由） 
 教育内容・水準を達成するための具体的方策を検討するため，教育内容検討委員会を設置した。ま

た，定期的に学生による授業評価を行っており，その調査結果は冊子としてまとめて公開し，その後

の授業改善に反映させている。一方，公開授業等も学内のみならず，学外に対しても行っている。 
以上のことから，教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，

実際に評価が行われているといえる。 
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資料３－２－②－１ 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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資料３－２－②－２ 

出典：学生による授業評価報告書 



弓削商船高等専門学校 基準３ 

 - 103 - 

資料３－２－②－３ 

出典：教務主事 
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資料３－２－②－４ 

出典：公開授業実施要領 
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出典：公開授業実施要領 
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出典：公開授業実施要領 



弓削商船高等専門学校 基準３ 

 - 107 - 

観点３－３－①：学校において教育課程を展開するために必要な事務職員，技術職員等の教育支援が

適切に配置されているか。 

（観点に係る状況） 
 円滑な教育課程を展開するために事務部に学生課を設置し，授業，試験等の教務事務，課外活動，

及び就学等の学生支援を行っている（資料３－３－①－１，３－３－①－２）。また，技術系職員は工

業系職員と船舶に関する職員で構成されている。船舶系職員は本校弓削丸の運行保守及び学生の実習

を担当し，工業系職員は各学科の実験実習を担当し，両者とも円滑な学生支援を行っている（資料３

－３－①－３，３－３－①－４）。図書館には専任の司書を含む３名が配置され，学生の調査・閲覧を

支援している。情報処理センターにも専属の技術職員を配置し，学生の教育支援を行っている（資料

３－３－①－２）。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
学生課の業務については，事務組織規則により，適切に役割を分担し，効果的に機能している。ま

た，技術系事務員に関しては，船舶系と工業系事務員で構成され，それぞれ役割分担がなされ円滑な

学生支援を行っている。また，図書館及び情報処理教育センターにも専属の技術職員を配置し，学生

の教育支援を行っている。 
以上のことから，教育課程を展開するために必要な事務職員，技術職員等の教育支援が適切に配置

されているといえる。 
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資料３－３－①－１ 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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 出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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 出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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 出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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資料３－３－①－２ 

出典：庶務課 
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資料３－３－①－３ 

出典：練習船「弓削丸」 
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出典：商船学科 

資料３－３－①－４ 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

 練習船を用いた航海実習においては，弓削丸専属教員の他，二等航海士及び二等機関士を非常勤で

配置している。さらに商船学科の教員が１-２名補佐として乗り込み，より高い安全航海と質の高い学

生実習を可能にしている。 

 

 （改善を要する点） 

 該当なし 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

 幅広い視野に立った総合的な判断能力，斬新な創造力を備えた実践的技術者育成のための基礎的能

力の涵養と教養の育成を目指すために担当する教員を配置している。さらに商船学科は船員教育を基

盤にした海事総合科学を身につけた技術者の育成のため，電子機械工学科はものづくりのできる実践

的な技術者－計画・設計から生産・保守運用までできる技術者の育成のため，情報工学科は情報リテ

ラシー，情報工学の知識に加え，問題分析，解決能力を備えたシステム技術者の育成のために，専攻

科では実際のシステムの運用・管理や開発能力，ものづくりに必要な基礎理論の応用力を身につけた

技術者の育成のため，それぞれの専門教科の教員を配置している。練習船を用いた航海実習において

は，弓削丸専属教員の他，二等航海士及び二等機関士を非常勤で配置している。さらに、商船学科の

教員が１-２名補佐として乗り組み，より高い安全航海と質の高い学生実習を可能にしている。また、

女性教員が総合教育科に１名，情報工学科に２名，合計３名が在籍し，情報工学科に多く在籍する女

子学生の生活指導に対応している。一方，教員の年齢構成は，教員全体では均衡ある構成となってい

る。 
教員の採用に関しては，原則公募としており，採用昇格の選考は教員選考規則に従って人事委員会

での審査の後，校長が決定している。 
本校の教育内容・水準を達成するための具体的方策を検討するため，教育内容検討委員会を設置し，

教員の教育活動に関する評価を行うために定期的に学生による授業評価を行っている。その調査結果

はその後の授業改善に反映させている。また，公開授業を行い，本校教職員だけでなく，学外からも

見学に訪れている。 
円滑な教育課程を展開するために事務部に学生課を設置し，技術系職員は工業系職員と船舶に関す

る職員で構成されている。船舶系職員は本校弓削丸の運行保守及び学生の実習を担当し，工業系職員

は各学科の実験実習を担当し，両者とも円滑な学生支援を行っている。情報処理教育センターにも専

属の技術職員を配置し，学生の教育支援を行っている。 
 


